
2
月
22
日（
日
）・
23
日（
月
・
祝
）

【
　
開
　
催
　
】

日帰りツアー

【
　
内
　
容
　
】

【
　
会
　
費
　
】
6
0
，0
0
0
円（
税
込
）

3
月
17
日（
火
）

【
　
開
　
催
　
】

20
名（           

）

【
　
定
　
員
　
】

最
少
催
行
人
数
15
名

添
乗
員
同
行

16
時
30
分
頃
　 

JR
金
沢
駅
到
着
後
、解
散

10
時
　 

JR
金
沢
駅 

ご
集
合・出
発

※

ツ
ア
ー
中
は
貸
切
バ
ス
で
の
移
動
し
ま
す
。

※料理の写真はイメージです

※こちらのツアーは売上げの一部を「石川県令和６年能登半島地震災害義援金」に寄付をさせていただきます。

一井庵

月心寺

吉はし

好古庵料亭  大友楼　食事料亭  大友楼　食事

仙
叟
宗
室
居
士
墓
所
　
月
心
寺

　
・
仙
叟
宗
室
居
士 

墓
参

　
・
勝
田
敦
玄
副
住
職
の
お
話

　
　「
仙
叟
宗
室
居
士
と
月
心
寺
」

仙
叟
宗
室
居
士
邸
跡
　
好
古
庵

　
奈
良
宗
久
業
躰

　
・
ツ
ア
ー
参
加
者
の
た
め
の

　
金
沢
ゆ
か
り
の
道
具
に
よ
る
特
別
茶
席

　
・
お
話「
裏
千
家
と
金
沢
の
茶
の
湯
」

　
・
茶
室「
好
古
庵
」「
仙
叟
堂
」見
学

吉
は
し
菓
子
店  

お
買
い
物（
事
前
予
約
制
）

料
亭  

大
友
楼　
天
保
元
年
創
業
の
老
舗
料
亭

　
・奈
良
宗
久
業
躰
と
の
昼
食
会

加
賀
藩
の
茶
道
教
授
所
と
し
て
使
用
さ
れ
、

玄
々
斎
が
金
沢
で
逗
留
さ
れ
た
際
に

訪
れ
た
湯
川
家
の
茶
室

い
っ
せ
い
あ
ん

　
・
茶
室「
一
井
庵
」見
学

料亭  大友楼

金
沢

加
賀
百
万
石
の
城
下
町
・
金
沢
に
は
、仙
叟
か
ら
玄
々

斎
、そ
し
て
現
代
へ
と
連
な
る
裏
千
家
ゆ
か
り
の
茶
の

湯
文
化
が
、今
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。

受
け
継
が
れ
て
き
た
茶
の
心
に
ふ
れ
な
が
ら
、金
沢
な
ら

で
は
の
奥
深
い
茶
の
湯
の
世
界
を
お
愉
し
み
く
だ
さ
い
。

茶
の
湯
旅

仙
叟
か
ら
受
け
継
ぐ          

ゆ
か
り
の
地
を
た
ど
る

【
　
会
　
費
　
】
3
1
，0
0
0
円（
税
込
）

【
　
時
　
間
　
】

１
席
目 　
　
　

9
時
40
分
〜

2
・
3
席
目　
　

10
時
30
分
〜

4
・
5
・
6
席
目 

11
時
20
分
〜

※
 

ご
希
望
の
ひ
と
お
席
を
お
選
び
く
だ
さ
い

１
席
目
：
宋
代
茶
席
↓
濃
茶
席
↓
点
心
席
↓
展
覧
会
解
説

２
席
目
：
濃
茶
席
↓
点
心
席
↓
展
覧
会
解
説
↓
宋
代
茶
席

３
席
目
：
宋
代
茶
席
↓
展
覧
会
解
説
↓
濃
茶
席
↓
点
心
席

４
席
目
：
展
覧
会
解
説
↓
濃
茶
席
↓
点
心
席
↓
宋
代
茶
席

５
席
目
：
宋
代
茶
席
↓
点
心
席
↓
濃
茶
席
↓
展
覧
会
解
説

６
席
目
：
点
心
席
↓
宋
代
茶
席
↓
濃
茶
席
↓
展
覧
会
解
説

10
名（
各
席
）

【
　
定
　
員
　
】

濃 

茶 

席
： 
席
主　
　
　

小
澤
宗
誠

宋
代
茶
席
： 

席
主
・
指
導　

鄭
燕

【
　
席
　
主
　
】

濃
茶
席
：「
古
経
楼
」

宋
代
茶
席（
体
験
）：「
冨
士
見
亭
」

点
心
席
：
三
友
居

企
画
展「
中
国
の
陶
芸
展
」

　

学
芸
員
に
よ
る
解
説
と
自
由
観
賞

【
　
内
　
容
　
】

中
国
か
ら
伝
来
し
た
茶
は
、日
本
で
花
開
き
独
自
の
発
展
を

遂
げ
て
茶
道
と
な
り
ま
し
た
。今
回
、中
国
陶
磁
を
取
り
合
せ

た
濃
茶
席
と
現
代
の
薄
茶
に
通
ず
る
宋
代
の
点
茶
体
験
と
で

歴
史
を
感
じ
て
い
た
だ
く
茶
会
を
早
春
の
五
島
美
術
館
で
開

催
い
た
し
ま
す
。濃
茶
席
の
席
主
に
は
中
国
陶
磁
に
造
詣
の

深
い
小
澤
宗
誠
氏
を
、中
国
宋
代
の
茶
席
は
中
国
茶
や
中
国

香
を
教
え
る
鄭
燕
氏
を
迎
え
ま
す
。同
時
期
開
催
の「
中
国
の

陶
芸
展
」鑑
賞
と
あ
わ
せ
て
、悠
久
な
茶
の
歴
史
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
　
会
　
場
　
】
五
島
美
術
館（
東
京
都
世
田
谷
区
）

※

東
急
大
井
町
線（
各
駅
停
車
）「
上
野
毛
駅
」徒
歩
5
分

　
東
急
田
園
都
市
線・大
井
町
線「
二
子
玉
川
駅
」よ
り
タ
ク
シ
ー
約
10
分

【鄭燕（てい えん）】プロフィール
浙江省天台県出身。2007年に来日。中
国政府認定中国茶芸師・中国香芸師。
中国茶や中国香について講義を行う
ほか、中国茶芸や香芸の実演も行って
いる。中国の「雅」文化を伝える、雅文
化学院主宰。
『なごみ』2025年7月号にご登場。

茶
の
源
流
を

た
ど
る
茶
会

〜
中
国
陶
磁
と
宋
代
点
茶
を
愉
し
む
〜

早春の五島美術館

五島美術館　茶室「古経楼」

三友居 点心
※料理の写真はイメージです

影青茶碗 景徳鎮窯

青磁茶入 越窯 五代時代

黒釉水指 磁州窯 金時代

呉須赤絵鉢 漳州窯 明時代

て
い 

え
ん

https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000648
https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000615


講義+茶会
～茶趣を愉しむ～
折々の趣向の講義を通して学び、その趣向の茶会をお楽
しみいただきます。講義を経ることで、席中にてお道具の
取り合せを発見でき、より理解を深めることができます。

【　定　員　】10名（1席）
【　会　場　】淡交社 茶室「慶交庵」および東京教室

【　会　場　】淡交社 茶室「慶交庵」

【　会　場　】日本陶芸倶楽部（原宿・東郷神社内）

【　講師／席主　】藤井宗悦・宗文 【　時　間　】※ご希望の日とお席をお選びください

※6回すべてにお申し込みの方は会費を1割引きいたします

1席目10時～「茶席」→「講義」→「点心」
2席目11時～「茶席」→「講義」→「点心」

（全6回分を前納）

【　会　費　】各会 24，000円（税込）
※点心代含む

吉野と桜：3月29日(日)、風薫る季：5月31日(日)、名水点：7月26日(日)
秋月の茶：9月27日(日)、陰陽五行：10月25日(日)

【　開　催　】
2月1日（日）年の初めに：

【　開　催　】2月8日（日）・3月8日（日）

【　開　催　】2月3日（火）

大橋茶寮　　　　　　淡々斎宗匠により東京の道場にもされた登録有形文化財。高層ビルがそびえ立つ都心の
中に残る市中の山居です。国宝如庵を模した茶室、不昧公好みの茶室「守貧庵」、裏千家咄々斎写の茶
室「葵」、桂離宮意匠の茶室「桂」、茶室「山吹」を有する

所
蔵
の
名
品
に
て
の

　
　
　
　
　
　
　

梅
見
の
会

梅
見
の
小
寄
せ
茶
会

【
　
開
　
催
　
】
4
回
講
座 ※

 

各
回
木
曜
日

第
１
回 

2
月
12
日

美
し
く
書
く
楷
書
の
法
則

第
２
回 

2
月
26
日

美
し
く
書
く
行
書
の
法
則

第
３
回 

3
月
5
日

ひ
ら
が
な
の
基
本
と
つ
づ
け
方

第
４
回 

3
月
26
日

茶
の
湯
の
手
紙
と
茶
会
記

【
　
会
　
場
　
】
淡
交
社  

東
京
教
室

各

20
名

【
　
定
　
員
　
】

6
名（
1
席
）

【
　
定
　
員
　
】

【
　
会
　
費
　
】
１
回

1
3
，2
0
0
円（
税
込
） 

呈
茶
付

※

会
費
は
全
4
回
分
を
前
納

【
　
会
　
費
　
】
2
8
，0
0
0
円（
税
込
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
　
時
　
間
　
】

根
本
知

【
　
講
　
師
　
】

松
藤
宗
萠（
大
橋
茶
寮
）

【
　
席
　
主
　
】

手
紙
や
茶
会
記
な
ど
、茶
人
に
欠
か
せ
な
い「
書
」に
焦
点
を
当
て
た
講
座

を
開
催
い
た
し
ま
す
。ひ
ら
が
な
の
基
本
か
ら
美
し
い
筆
遣
い
を
身
に
つ

け
、茶
の
湯
に
ふ
さ
わ
し
い
書
の
所
作
を
磨
き
ま
す
。

講
師
は
、N
H
K
大
河
ド
ラ
マ『
光
る
君
へ
』で
題
字
揮
毫
お
よ
び
書
道
指

導
を
務
め
た
書
家
・
根
本
知
先
生
。楷
書
・
行
書
・
仮
名
を
深
く
学
び
、書
の

奥
深
さ
と
茶
の
湯
の
心
を
筆
を
通
し
て
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

茶
の
コ
ト
学
び
座

「
茶
人
の
た
め
の

書
の
習
い
」

根本知プロフィール
書道家・博士（書道学）
立正大学 文学部特任講師。NHK大
河ドラマ「光る君へ」題字揮毫・書道
指導。雑誌『なごみ』（淡交社）「書は
人につれ」連載中

 
・代金や表示されている時刻や情報は2025年11月現在のものです。
・変更になる事もございますので、最終（確定）書面にて必ずご確認ください。（一社）全国旅行業協会 正会員

 

 　  　

お問い合わせ・お申し込みは ※各ページのQRからもお申し込みいただけます

電話 03ｰ5379ｰ3227 Fax 03ｰ5269ｰ7266 Eｰmail：cul_tokyo@tankosha.co.jp
淡交社 文化事業部 [東京] 〒162ｰ0061 東京都新宿区市谷柳町39ｰ1 菅屋ビル

注目の新企画や最新の
催事情報を発信してい
ます。

TANKO_CULTURE@871dhqul

催事のご報告や新企画の
ご案内に加え、リアルタイ
ムの情報も随時お届けし
ています。

【　講　師　】筒井伸哉（日本陶芸倶楽部）

特別講習会
～陶芸体験教室～
赤楽茶碗／飴楽茶碗をつくる
赤楽茶碗か飴楽茶碗のいずれかを選んで作っていた
だく特別講習会です。2日目の最後に完成したお茶碗
でお茶を召し上がっていただきます。
※ABCのうち1種類作成していただけます。

【　定　員　】10名

【　定　員　】6名

【　会　費　】29，000円（税込）
※茶碗一碗焼成費含、抹茶一服（菓子付）含

【　会　費　】45，000円（税込）

【　時　間　】10時～13時

【　時　間　】11時～

A ： 赤土×赤楽 B ： 白土×赤楽 C ： 赤土×飴楽

四季を愉しむ立礼茶事「節分」

【　席　主　】佐山宗準

【　会　場　】淡交社 茶室「慶交庵」

【　開　催　】2月8日（日）・2月9日（月）

【　定　員　】8名
【　会　費　】39，000円（税込）

【　時　間　】11時～

初めての季節の茶事「大炉の茶事」

【　席　主　】榎本宗白

2
月
15
日（
日
）

【
　
開
　
催
　
】

【
　
会
　
場
　
】
大
橋
茶
寮

※

東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線「
神
谷
町
駅
」よ
り
徒
歩
5
分

　
東
京
メ
ト
ロ
南
北
線「
六
本
木
一
丁
目
駅
」よ
り
徒
歩
8
分

【
　
時
　
間
　
】

１
席
目 

10
時
〜

2
席
目 

11
時
30
分
〜

3
席
目 

12
時
15
分
〜

4
席
目 

13
時
45
分
〜

1
・
2
席
目
： 

茶
席
↓
点
心
席

3
・
4
席
目
： 

点
心
席
↓
茶
席

※

※
 

ご
都
合
の
よ
い
お
席
を
お
選
び
く
だ
さ
い

大
橋
茶
寮　

小
人
数
で
趣
向
と
名
品
を
愉
し
む

https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000616
https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000617
https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000613
https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000596
https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000607
https://www.culture.tankosha.co.jp/shopdetail/000000000610



